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１．モーターを介する分子内輸送は分子間輸送が起こっていることはないか？ 
論文中に輸送が起こる単段階ずつアセチル基が輸送されていく様子が NMR チャートによ

り示されています。 

 

 また、コントロール実験によって分子内反応を起こさない位置にチオール、アミンが配置

された分子で分子間反応が起こらないことが示されています。 

 



２．第二世代型モーターに硫黄原子を挿入すると回転速度が上がるのはなぜか。 
第二世代型について書かれているものは見つけることが出来ませんでしたが、第一世代型

で 6 員環を 5 員環に変更すると回転速度が上がる理由を記述しているものはありました。

(Proc. Natl. Acad. Sci. U. S. A. 2018, 115, 9423.)6 員環を 5 員環にすることで、回転による

立体障害が減少するため熱力学的な回転過程のエネルギーが低下します。また、新規分子モ

ーターの設計には DFT 計算による回転障壁エネルギーの予測を行っているそうです。 

 
 
３．ナノカーはどのようにして電気によって動くのか。 
アゾベンゼンの 2 重結合が電気化学的に還元されてラジカルアニオンになり、シス・ト

ランス異性化を行う報告があり(J. Phys. Chem. 1977, 81, 2288.)、さらにこの異性化を STM
チップ上で行っている報告があります(J. Phys. Chem. 2008, 112, 10509.)。これらの報告を

元に分子モーターに応用したと記述されていました。 
 
 


